
１．策定主旨

【現行ビジョン（水道ビジョン、下水道ビジョン）】
水道・下水道の各ビジョンに基づき、安全で快適な生活環境を

支える取組を推進。

図 『戸田市上下水道ビジョン』
の位置づけ

◎上下水道事業経営審議会：令和7年12月16日 ◎パブリック・コメント：令和8年1月5日～2月3日

【次期ビジョン（上下水道ビジョン）】
近年の施設・管路の老朽化、人口動態の変化、災害リスクの増加、

料金・使用料収入の減少並びに更新費用の増加による経営環境の
悪化等、事業運営を取り巻く課題が複雑化。
これらの課題に包括的に対応し、上下水道の安全性・持続性・信

頼性を将来にわたって確保するため、従来の個別ビジョンを統合し、
上下水道事業を一体的に管理していくための基本理念として運用。

戸田市水道ビジョン2014（改訂版） 戸田市下水道ビジョン

１．はじめに 第１章 戸田市の下水道の現状と課題

２．水道事業の現況評価・課題
３．将来の事業環境

第５章 戸田市の下水道の現状と課題

４．現行施策と新たな取り組み
５．水道事業の将来像と目標

第２章 下水道ビジョンの体系
第７章 各施策の内容と数値目標

６．実現方策
７．施策スケジュール

第７章 各施策の内容と数値目標
第８章 下水道ビジョンのロードマップ

３．将来の事業環境 第５章 戸田市の下水道の現状と課題

８．フォローアップ体制 第８章 下水道ビジョンのロードマップ

戸田市上下水道ビジョン

第１章 基本事項

第２章 上下水道事業の現状と課題

第３章 基本方針と施策体系

第４章 事業計画

第５章 財政収支の見通しと経営方針

第６章 進行管理

２．構成
現行の水道ビジョン及び下水道ビジョンの構成をベースにしつつ、課題や施策を整理して、上下水道事業を一体化する形で

再構成しています。再構成により、上下水道事業の持続可能な運営と効率的な管理を包括的に実施します。

【新規】DX,ウォーターPPP（下水）等

主な計画を記載（施設・管路の更新）
水道事業は浄水場の更新期間まで記載

章に格上げして強化

現行ビジョンの結果を分析し、新規を
含めた課題を整理

策定の主旨、各事業の概要を記載

進行管理、事業評価

戸田市上下水道ビジョン【令和8(2026)～令和17(2035)年度】

1令和７年１２月１6日 令和７年度第２回戸田市上下水道事業経営審議会資料



１．策定主旨

第 １ 章 経営戦略の策定趣旨と位置づけ
１． 策定趣旨
２． 位置づけ
３． 計画期間

第 ２ 章 上下水道事業の現状及び課題
１． 事業の概要
２． 現状及び課題

第 ３ 章 経営の基本方針
１． 経営の基本方針

第 ４ 章 投資・財政試算
１． 将来人口の見通し
２． 水道事業における投資及び財政試算
３． 下水道事業における投資及び財政試算
４． 投資・財政計画に未反映の取組や今後

検討予定の取組の概要の整理

第 ５ 章 水道料金及び下水道使用料の適正化
１． 水道料金の適正化
２． 下水道使用料の適正化

第 ６ 章 経営目標
１．経営目標

第 ７ 章 投資財政計画
１． 水道事業の投資・財政計画
２． 下水道事業の投資・財政計画

第 ８ 章 経営戦略の検証・評価
１． 進捗管理及び見直しの方法
２． モニタリング
３． ローリング（見直し）

現行の水道ビジョン及び下水道ビジョンにおいて策定した将来像を実現するため、財政的な裏付けのもとに進捗管理を行う
ために策定された水道事業中期経営計画並びに下水道事業経営計画及び下水道事業中・長期事業計画についても、基本構想
である上下水道ビジョンの策定に併せて、これらを統合。

２．構成

３．経営目標

経営目標
実績値 中間目標 目標

令和６（2024） 令和12（2030） 令和17（2035）

料金回収率 91.1% 100％以上 100％以上

自己資金 2,182百万円 最小保持額※1以上

企業債残高
対給水収益比率

158.74% 300％以下（努力目標）

経営目標
実績値 中間目標 目標

令和６（2024） 令和12（2030） 令和17（2035）

料金回収率 102.7% 100％以上 100％以上

自己資金 1,479百万円 最小保持額※1以上

企業債残高
対事業規模比率

411.46% 500％以下（努力目標）

【水道事業】 【下水道事業】

※1 最少保持額：給水収益・使用料１年分＋災害時緊急対応（8億円）＋資産維持費（有形固定資産の期末帳簿価格×３％

戸田市上下水道事業総合戦略【令和8(2026)～令和17(2035)年度】
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◎上下水道事業経営審議会：令和7年12月16日 ◎パブリック・コメント：令和8年1月5日～2月3日

近年の施設・管路の老朽化、人口動態の変化、災害リスクの増加、料金・使用料収入の減少並びに更新費用の増加による経営環境の
悪化等、事業運営を取り巻く課題が複雑化する中、「収支均衡と独立採算制の維持」、「非常時に備えた資金の確保」、「老朽施設の更
新と将来投資」、「企業債の適正な活用と財政の弾力性」、「多様な広域化の推進」を基本方針とし、施設更新など多額の費用が掛か
る見込みだが、市民への負担を最小限にしつつ、資金ショートせず、また、非常時の蓄えを確保するため、上下一体的に管理していく。
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４．水道料金・下水道使用料水準の検討

総括原価(通常の事業運営に係る経費＋資産維持費)にて試算した結果、水道事業・下水道事業ともに、各算定期間におい
て不足額が生じており、令和７年度から令和２９年度までの期間における合計額で、水道事業ではで９５億８千５百万円、
下水道事業では２９億４千8百万円の不足となる。 定期的な水道料金及び下水道使用料の見直しが必要。

【水道事業】 【下水道事業】

・令和29年(2047)年度まで

対象期間

・令和7年(2025)年度から3又は5年ごと

算定期間

・対象有形固定資産の資産帳簿価格の3%

資産維持費

【投資・財政計画】
水道事業及び下水道
事業について、令和
８～１７年度(10年
間)における収益的収
支及び資本的収支の
「投資・財政計画」
を掲載(P74～P81)
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